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田坂審査委員長は総評で、「個々の志にはもちろん敬服するが、社会起業が珍しくなくなった昨今、
もう一段高いステージに進む我々の宣言としての該当者なしです。今日は社会起業大学の受講生
だけでなく、審査員、観客、皆にとって大切な最終講義となったはず」と述べた。

新電力評価のプラットフォーム「エネクラシー」
〜スマートな消費者が選択するエネルギーベストミックス社会〜
●伊藤福朗（いとう ふくお）さん
電力自由化により参入する企業は600社と
も言われる中、消費者が選択基準を考える場
となるWebプラットフォームを計画。比較
だけでなく、民主的選択による持続可能エネ
ルギーのベストミックス社会実現にも寄与。

多国籍オーケストラで
世界と繋がる感動体験を 
●飯島智珠（いいじま ともみ）さん
初めてオーケストラの一員としてステージに
上った時、とても感動した。多くの人と目的
を共有し音楽を作り上げていくオーケストラ
体験は人を成長させる。同時に日本のオーケ
ストラの活動拡大にも繋げたい。

世界最貧国マダガスカルの
世界最高級ラフィアで紡ぐバッグ
●絹巻千枝（きぬまき ちえ）さん
JICAで15年支援に関わってきたがアフリカ
の貧困層はむしろ増えている。マダガスカル
の人は手先が器用で勤勉。高級ファッション
素材として注目されるラフィアのバッグを現
地生産し、日本向けの輸出産業にしたい。

「起業家の志を応援しながら自らも成長する」
チャレンジスター☆サポーターズの挑戦！ 
●斉藤 学（さとう　まなぶ）さん
東北は人口減、高齢化、雇用など日本全体の
問題を先取りしている。起業が盛んな仙台か
ら全国に起業家を紹介し、サポーターからは
人脈、販路、情報などの支援を募る。日本の
起業家を支える社会インフラに育てたい。

中国舞踊教室の運営を通した
異文化交流促進事業 
●I陳 美霖（ちん めいりん）さん
日本の文化が大好きで日本に来たが、日本で
は中国の文化が知られていない。56の民族
ごとに違い、日常的に楽しまれている中国舞
踊を日本で紹介し、異文化交流に役立ちたい。
審査待ち時間に美しい舞踊を見せてくれた。

グランプリ獲得を機に様々な動きが
格闘技選手の育成とジムのFC展開
●2015冬グランプリ獲得 山城裕之さん
グランプリで注目され具体的なビジネスの話
が来るようになった。この半年、株式会社を
設立、湘南エリアに3支部を展開、実業団所
属選手もチャンピオン等に成長、コンビニや
コインパーキングと提携したFCも進行中だ。

社会起業家部門

共感
大賞

審査員

奨励賞

社会起業家活動報告

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ 

２
０
１
５
夏

　
「
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
該
当
者
な
し
」。
田
坂

広
志
審
査
委
員
長
が
そ
う
告
げ
た
、
初
め
て

残
念
な
結
果
に
な
っ
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
夏
」（
財
団
後
援

イ
ベ
ン
ト
）
は
８
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

該
当
な
し
の
理
由
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
ケ

ー
ル
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
い
こ

と
。田
坂
氏
は
直
前
の
基
調
講
演
で
、「
な
ぜ
、

優
れ
た
社
会
起
業
家
は
『
多
重
人
格
』
な
の

か
？
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
志
や
ビ
ジ
ョ

ン
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
戦
術
、
人
や
お

金
を
動
か
す
技
術
な
ど
、
大
き
な
変
革
を
起

こ
す
社
会
起
業
家
に
は
欠
か
せ
な
い
能
力
が

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
お
り
、
他
の
審
査
員
も

そ
の
点
に
触
れ
る
場
面
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

審
査
員
の
一
人
、
町
井
則
雄
氏
は
「
私
が

所
属
す
る
日
本
財
団
は
多
く
の
社
会
事
業
に

助
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
資
は
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
と
い
う
ギ
ャ
ン
ブ
ル
。
け
し
て
ソ
ー
シ

ャ
ル
と
は
言
え
な
い
が
、
現
実
的
で
持
続
性

の
あ
る
シ
ス
テ
ム
」
と
一
例
を
挙
げ
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
観

客
の
共
感
度
で
選
ば
れ
る
共
感
大
賞
に
は
絹

巻
千
枝
氏
が
、
審
査
員
奨
励
賞
と
し
て
中
国

人
の
陳
美
霖
氏
が
選
ば
れ
た
。

　

政
治
起
業
家
活
動
報
告
と
し
て
、
俳
優
の

伊
勢
谷
友
介
氏
の
現
代
版
松
下
村
塾
が
ス
ク

リ
ー
ン
で
紹
介
さ
れ
、
前
回
グ
ラ
ン
プ
リ
の

山
城
裕
之
氏
は
弟
子
２
人
と
登
壇
し
た
。

８
月
29
日
㈯　

虎
ノ
門
・
発
明
会
館
に
て

主
催
：
社
会
起
業
大
学
／
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
２
・
０
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

社会起業大学の田中勇一理事
長は、「グランプリ該当なし
は残念だが、厳しく温かい
メッセージに感謝と反省をし
ている。でも小さな一歩は大
切。一人ひとりが持つ力を信
じて、いっしょに社会を変え
ていきましょう！」と締めた。

前回グランプリの山城
氏は、日本一クラスの
2人の弟子と登壇し、
激しいミット打ちなど
を披露した。
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漆
塗
り
は
、い
い
形
の
器
に
い
い
着
物
を
着
せ
る
作
業

　

輪
島
塗
の
新
境
地
を
開
い
た
と
し
て
、
２
０
０
６
年
に
人
間
国

宝
に
認
定
さ
れ
た
小
森
邦
衞
さ
ん
を
訪
ね
た
。
輪
島
に
は
漆
、欅
、

档あ
て

な
ど
漆
器
の
材
料
と
な
る
木
々
や
適
し
た
気
候
風
土
、
北
前
船

と
い
う
交
易
上
の
利
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
加
賀
前
田
藩
の
文
化

奨
励
策
が
加
わ
り
、
近
年
輪
島
塗
は
日
本
を
代
表
す
る
美
術
工
芸

品
に
発
展
し
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
美
し
さ
や
何
重
に
も
漆

を
塗
り
重
ね
た
堅
牢
さ
な
ど
、
製
品
そ
の
も
の
の
魅
力
が
人
を
惹

き
つ
け
た
理
由
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

―
―
人
間
国
宝
と
し
て
認
定
さ
れ
る
理
由
に
も
な
っ
た
「
髹き

ゅ
う
し
つ漆
」

と
は
、
ま
た
数
々
の
受
賞
作
に
冠
さ
れ
る
「
曲ま

げ
わ
づ
く
り
ら
ん
た
い

輪
造
籃
胎
」
と
は

ど
う
い
っ
た
技
術
で
す
か
。

　

髹
漆
と
は
素
地
に
麻
布
を
貼
り
、
篦へ

ら

で
下
地
を
６
、７
回
付
け
、

砥
石
、
木
炭
で
研
ぎ
、
精
製
し
た
漆
を
刷
毛
で
４
、５
回
塗
り
仕

上
げ
る
技
法
の
こ
と
で
す
。
地
場
産
業
の
輪
島
塗
は
、
下
地
付
、

地
研
ぎ
、
中
塗
、
中
塗
研
ぎ
、
上
塗
、
呂
色
と
完
全
に
分
業
制
で
、

仕
上
げ
は
呂
色
と
塗
立（
花
塗
）が
あ
り
ま
す
。
私
は
曲
輪
造
と
籃

胎
の
２
つ
の
技
法
を
使
っ
て
素
地
か
ら
作
り
、
塗
り
上
げ
、
仕
上

げ
は
花
塗
と
い
う
漆
本
来
の
艶
を
大
切
に
生
か
す
技
法
を
用
い
ま

す
。
41
歳
で
第
33
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
受
賞
し
た
時
、
曲
輪
造

と
籃
胎
の
特
長
を
生
か
し
た
作
品
が
評
価
を
受
け
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
２
つ
の
技
法
を
使
い
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
て
い
る

の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
か
に
品
格
の
あ
る
も

の
に
仕
上
げ
る
か
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

曲
輪
は
檜
や
档
な
ど
の
木
材
を
柾
目
に
沿
っ
て
割
り
、
２
〜
６

㎜
の
厚
さ
に
製
材
し
、
そ
れ
ら
を
２
重
か
ら
５
重
に
組
み
合
わ
せ

て
漆
器
の
素
地
と
し
ま
す
。
そ
れ
を
曲
輪
造
と
い
い
ま
す
。

　

籃
胎
は
真
竹
を
削
い
で
厚
さ
０
・
２
㎜
、
幅
を
１
・
５
〜
２
・
５

イ ン タ ビ ュ ー

❼

1945年	 石川県輪島市に生まれる（本名・邦博）
1977年	 第24回日本伝統工芸展入選
1986年	 第33回日本伝統工芸展出品作「曲輪造籃胎喰籠」で

NHK会長賞受賞（第36回展でも同賞受賞）
2002年	 第49回日本伝統工芸展出品作「曲輪造籃胎盤『黎明』」

が日本工芸会保持者賞を受賞、文化庁が同作品を購入
2004年	 第14回MOA岡田茂吉賞工芸部門大賞を受賞
2006年	 重要無形文化財髹漆保持者認定（人間国宝）
2015年	 旭日小綬章受賞
	 公益社団法人日本工芸会常任理事・漆芸部会長

漆芸

 小森邦衞
K o m o r i  K u n i e
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㎜
ま
で
作
り
、
器
物
に
合
わ
せ
網あ

代じ
ろ

に
編
み
込
み
ま
す
。
網
代
の

技
法
は
三
本
網
代
、
開
き
・
閉
じ
網
代
、
さ
ら
に
花
網
代
等
が
あ

り
ま
す
。
竹
を
素
地
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、
狂
い
の
少
な
い
丈
夫

な
漆
器
が
生
ま
れ
ま
す
。

―
―
竹
を
編
ん
だ
目
が
模
様
と
な
っ
て
浮
き
出
て
い
ま
す
ね
。

　

こ
れ
が
網
代
の
技
術
で
す
。
例
え
ば
幅
の
違
う
竹
ひ
ご
を
編
ん

で
い
く
と
波
の
文
様
に
な
り
ま
す
。
竹
は
丈
夫
で
軽
く
変
形
し
な

い
た
め
、
古
来
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
、
正
倉
院
の
御
物
に
あ
る
ほ

ど
で
す
。
色
彩
も
含
め
て
加
飾
の
過
ぎ
た
作
品
に
あ
り
が
ち
な
し

つ
こ
さ
の
な
い
、
飽
き
の
こ
な
い
上
品
さ
が
表
現
で
き
ま
す
。
も

と
は
網
目
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
た
の
で
す
が
、
編
み
目
を
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
活
か
す
方
が
面
白
い
の
で
は
と
、
ひ
ら
め
い
た
の
が
30

代
半
ば
の
こ
と
で
す
。

―
―
漆
芸
に
進
む
き
っ
か
け
や
転
機
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

中
学
を
卒
業
後
、
和
家
具
を
作
る
仕
事
に
就
き
ま
し
た
が
、
体

が
小
さ
く
て
箪
笥
を
担
い
だ
り
す
る
の
が
き
つ
く
、
何
か
他
の
仕

事
は
な
い
か
と
探
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
輪
島
塗
の
「
沈
金
」
と

い
う
作
業
を
見
て
、
こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
だ
と
、
仕
事
後
の
夜
間

だ
け
通
い
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
弟
子

に
な
ら
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
昼
間
の
仕
事
を
辞
め
弟
子
入
り
を
し

ま
し
た
。
３
、４
時
間
ず
っ
と
座
っ
た
ま
ま
の
作
業
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
れ
が
苦
で
な
か
っ
た
の
で
、
性
格
的
に
向
い
て
い
た
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
に
な
る
頃
に
地
元
に
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
が
設
立
さ

れ
、
私
も
師
匠
の
勧
め
で
２
期
生
と
し
て
入
所
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
人
間
国
宝
の
松
田
権
六
先
生
と
出
会
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
転

機
と
な
り
ま
し
た
。
松
田
先
生
は
漆
器
は
輪
島
塗
だ
け
で
は
な
い

こ
と
を
様
々
な
形
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
漆
塗
り
の
基
本
は
素

地
が
良
い
形
・
良
い
骨
格
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
漆
を
塗
っ
て

い
く
「
い
い
着
物
を
着
せ
る
感
じ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

沈
金
な
り
蒔
絵
な
り
で
化
粧
し
、
漆
器
と
い
う
塗
り
物
に
な
る
わ

け
で
す
が
、「
大
事
な
の
は
化
粧
で
は
な
く
骨
格
、
そ
れ
が
あ
っ

て
こ
そ
着
物
を
き
ち
っ
と
着
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
器
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
よ
く
知
っ
て
漆
を
塗
る
こ
と
が

大
切
だ
と
指
摘
し
た
の
で
す
。
40
数
年
前
の
こ
と
で
す
が
鮮
烈
に

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
で
私
の
漆
器
に
対
す
る
見
方

が
変
わ
り
、
独
自
の
作
風
を
め
ざ
そ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

―
―
お
弟
子
さ
ん
が
作
業
中
で
す
が
、
地
元
の
方
々
で
す
か
。

　

輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
の
卒
業
生
で
、
現
在
５
人
の
弟
子
を
育

て
て
い
ま
す
が
、
輪
島
の
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
全
国
各
地
か

ら
来
て
い
ま
す
。
輪
島
塗
に
は
細
か
く
言
う
と
１
０
０
く
ら
い
の

工
程
が
あ
り
、
通
常
の
工
房
で
は
分
業
し
ま
す
。
し
か
し
私
の
工

房
は
、
漆
芸
家
を
育
て
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
弟
子

が
４
年
を
め
ど
に
年
期
が
明
け
、
独
立
し
て
、
自
分
で
一
通
り
で

き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
漆
器
や
ご
自
身
の
作
品
へ
の
お
考
え
は
。

　

漆
芸
品
は
世
界
に
誇
れ
る
美
術
工
芸
品
で
す
が
、
現
在
の
日
本

人
の
生
活
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
す
。

需
要
が
な
け
れ
ば
大
切
な
技
術
は
途
絶
え
ま
す
し
、
そ
れ
ら
を
作

る
道
具
や
材
料
も
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。
子
供
の
う
ち
か
ら
漆
器

の
良
さ
や
美
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い
、
大
事
に
扱
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
教
育
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
未
来
に
つ
な
げ
る
ア
イ
デ
ア
は
。

　

い
ま
も
ず
っ
と
作
業
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
で
し
ょ
。

ラ
ジ
オ
も
音
楽
も
か
け
ま
せ
ん
。
仕
事
の
音
だ
け
聞
き
な
が
ら
夢

中
で
作
業
し
て
い
る
時
が
、
一
番
ア
イ
デ
ア
が
出
る
ん
で
す
。

聞き手：上野由美子（左）
古代オリエントガラス研究家。
UCL（ユニヴァーシティ・カレッジ・
ロンドン）考古学研究所在籍中。
2012年国際日本伝統工芸振興会
の評議員。ARTP副団長として
王家の谷発掘プロジェクトに参加
（1999年〜2002年）。聖心女子大
学卒業論文	『ペルシアガラスに
おける円形切子装飾に関する考
察』、修士論文『紀元前2000年紀
に於けるコア・ガラス容器製作の
線紋装飾に関する考察』ほか、執
筆・著書多数。

竹を編んだ素地に何層にも漆を重ねていく籃胎。

曲輪造の縁の部分は右のような構造に。組み上げると
角度によって朱と金の面が違った表情を見せる。

網目の波の模様は幅の違
う竹ひごを編んでいる。
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を
味
わ
う

提供：FLAネットワーク協会
一般社団法人FLAネットワーク協会では、
食生活アドバイザーⓇ検定を通して、正しい
食事を生活とともに提案し、適切な助言や
指導ができる食生活の専門家を育成してい
ます。また、様々な面で優れている和食の
見直しと普及にも力を注いでいます。
お問合せは▶TEL 0120-86-3593

き
の
こ

中
国
で
は
不
老
長
寿
の
薬
と
し
て
、
き
の
こ
類
（
特
に
シ
イ
タ
ケ
）
が
愛
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

成
分
の
90
％
が
水
分
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
向
き
の
食
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
役
立
つ
優
良
食
品
な
の
で
す
。

最
近
で
は
、「
シ
イ
タ
ケ
の
胞
子
に
強
力
な
抗
ウ
ィ
ル
ス
性
の
物
質
を
作
ら
せ
る
働
き
が
あ
る
」、

「
マ
イ
タ
ケ
を
食
べ
る
と
白
血
球
の
食
菌
作
用
（
細
菌
を
殺
す
働
き
）
が
強
化
さ
れ
た
」、

「
エ
ノ
キ
は
消
化
器
系
が
ん
に
効
果
的
」
な
ど
の
う
れ
し
い
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

き
の
こ
の
成
分
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
妊
産
婦
・
授
乳
婦
・
幼
児
・
高
齢
者
に
は
特
に
必
要
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
の
吸
収
を
促
進
し
、
骨
を
発
育
さ
せ
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

き
の
こ
類
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
成
分
で
存
在
し
て
い
て
、

日
光
に
当
た
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
変
わ
る
の
で
す
。

な
の
で
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
を
戻
し
て
使
う
の
が
最
適
で
す
が
、

生
の
キ
ノ
コ
を
使
う
場
合
で
も
、
直
前
に
２
時
間
く
ら
い
天
日
に
当
て
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
き
の
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
と
タ
ン
パ
ク
質
食
品
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
美
肌
に
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

き
の
こ
は
傷
み
や
す
く
、
冷
蔵
し
て
も
保
存
は
２
～
３
日
が
限
度
。

長
期
保
存
し
た
い
場
合
は
冷
凍
し
ま
し
ょ
う
。
冷
凍
す
る
こ
と
で
旨
味
が
高
ま
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

日本文化は自然や季節と寄り添うことで育まれてきました。忘れがちな「旬」の味わいをお届けします。 10月 旬
◆きのことベーコンのパスタ
〈材料／2人分〉
スパゲッティ…………………… 200ｇ
ベーコン……………………… 3～4枚
シイタケ・エノキ・シメジ・マイタケ・ヒラタケ
　　　 ………………………… 各50ｇ
ニンニク（スライス） ………… 1片分
赤唐辛子（種を取る） …………… 1本
オリーブ油…………………………適量
塩……………………………………適量
万能ネギ（小口切り） ……………少々

〈作り方〉
① シイタケは石づきを切って、手で食

べやすく裂き、ヒラタケ・シメジは
石づきを切って、小房に分ける。マ
イタケも手で裂き、エノキは石づき
を切って長ければ半分に切り、ほぐ
しておく。

② ベーコンは2cm幅に切る。
③ フライパンにオリーブ油大さじ2～

3を熱して、②のベーコンをカリッ
とするまで炒めてから取り出す。こ
のフライパンにスライスしたニンニ
クと赤唐辛子を加えて炒め、香りが
出てきたらきのこを加え、強火で手
早く炒め合わせる。

④ きのこがしんなりしたら、スパゲッ
ティの茹で湯1/2カップと塩小さじ
1/2を加えて、強火で煮る。

⑤ 茹で上がったスパゲッティの水気を
よく切って、③のフライパンに加
え、炒めたベーコンも戻し入れて、
全体を混ぜ合わせる。

⑥ 皿に盛り付け、オリーブ油を少々振
りかけて、小口切りの万能ネギを散
らして仕上げる。
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